
協働のまちづくり行動計画令和５年度実施状況調査結果概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 令和５年度取組内容 

 別紙調査結果一覧のとおり 

 

２ 協働の相手 

協働の相手 
プロセス１ 

（知る） 

プロセス２ 

（学ぶ） 

プロセス３ 

（集う） 

プロセス４ 

（創る） 

プロセス５ 

（確かめる） 
計 

① 地域住民 8 12 4 14 1 39 

② 社会貢献活動団体 5 8 6 22 1 42 

③ 公益法人等 2 4 5 9 1 21 

④ 企業等 3 4 2 9 1 19 

⑤ 地域団体 3 7 11 18 1 40 

⑥ 大学等 2 4 1 1 1 9 

⑦ その他 3 7 6 9 1 26 

計 26 46 35 82 7 196 

（※）別紙一覧の「協働の相手①～⑦」欄を集計したもの。一つの団体に限らず、複数団体を含む事業もあり。 

 

《行動計画の概要》                            掲載事業：８６事業 

【プロセス１】情報を得る（知る）・・・９事業 

        ▶市民に対し『協働のまちづくり』の意識啓発と、市をより知ってもらうため、情報の

収集や発信を行います。 

【プロセス２】意識を高める（学ぶ）・・・１４事業 

        ▶『協働のまちづくり』に取り組む市民が自ら学び、人材を育てる仕組みづくりを進 

めます。 

【プロセス３】夢を描く（集う）・・・１５事業 

▶『協働のまちづくり』が活発に行われるように、市民への支援を行うとともに、行政 

内部においても、職員が積極的に地域活動に参加するための意識改革などに 

取り組みます。 

【プロセス４】夢を実現させる（創る）・・・４４事業 

▶人々が想い描く、それぞれの理想のまちを実現するため『協働のまちづくり』を推 

進します。 

【プロセス５】成果を振り返る（確かめる）・・・４事業 

▶『協働のまちづくり』に取り組んだ結果や成果について評価を行います。その評価 

に基づき、次の事業実施の計画づくりに役立てていきます。 



 

３ 事業の評価（自己評価） 

▶ 評価基準 

 

 

 

 

（※１）目標値より下回ってしまったが、「協働」による効果が見られた場合等 

（※２）事業廃止、事業統合等 

 

▶ 結果 

評 価 
プロセス１ 

（知る） 

プロセス２ 

（学ぶ） 

プロセス３ 

（集う） 

プロセス４ 

（創る） 

プロセス５ 

（確かめる） 
計 

Ａ 1 4 3 9 0 17 

Ｂ 5 7 8 21 1 42 

C 3 1 2 13 1 20 

D 0 2 2 1 2 7 

E 0 0 0 0 0 0 

計 9 14 15 44 4 86 

                                

４ 「効果、理由（問題点）」 

 別紙調査結果一覧のとおり 

 

５ 目標指標の状況 

 別紙調査結果一覧のとおり 

 

６ 総合評価 

令和５年度は協働の取組を見直し計画の進行管理に着目した第４期計画の初年度となりま

した。新たな計画には新規事業９事業を含む８６事業を計上しています。 

事業の評価については、Ａ～Ｅまでの５段階で、事業担当課の自己評価によるものです。 

令和５年度は、Ｃ評価以上の事業数は７９事業（９１．８６％）でした。これは、コロナ禍以前と

同等の水準まで回復しました。（令和元年度の事業達成率：９１．２％） 

しかしながら、協働の取組がさらに進展できる可能性を残しています。計画最終年度の指

標を目指し、引き続き協働を推進できるよう今後も進捗を管理していきます。 

Ａ：計画より早く進行又は計画どおり進行し、目標値（R9）を達成した 

Ｂ：目標値（R9）に対し、令和５年度の事業計画は、着実に進行した 

Ｃ：目標値（R9）に対し、令和５年度の事業計画は、概ね進行した（※１） 

D：停滞している、未実施 

E：事業廃止 （※２） 

 


